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は
じ
め
に

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
三
月
に
創
設
さ
れ
た
横
浜
学
院

は
、
専
門
学
校
創
立
ま
で
の
準
備
段
階
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
校
舎
は
、
桜
木
会
館
（
横
浜
市
中
区
桜

木
町
）
の
一
・
二
階
を
借
用
し
た
仮
校
舎
で
あ
っ
た
。
専
門
学

校
を
創
立
す
る
た
め
に
は
専
用
の
校
舎
・
校
庭
が
必
要
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
同
年
八
月
、横
浜
市
中
区
西
戸
部
町
富
士
塚
（
現
、

西
区
境
之
谷
）
に
借
地
し
、
校
舎
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
れ
が
横

浜
専
門
学
校
の
最
初
の
校
舎
・
校
庭
で
あ
る
。
校
舎
は
同
年
十

二
月
下
旬
に
竣
工
し
、
十
二
月
二
十
八
日
に
横
浜
学
院
は
富
士

塚
に
移
転
し
、
翌
昭
和
四
年
三
月
三
十
日
付
で
専
門
学
校
と
し

て
認
可
さ
れ
、
横
浜
専
門
学
校
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和

五
年
に
は
早
く
も
神
奈
川
区
六
角
橋
に
移
転
す
る
こ
と
に
な

る
。
本
報
告
で
は
、
一
年
ほ
ど
し
か
使
わ
れ
な
か
っ
た
が
横
浜

専
門
学
校
最
初
の
校
地
で
あ
る
富
士
塚
校
地
、
そ
し
て
移
転
し

た
六
角
橋
校
地
の
初
期
の
様
相
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
な
お
、

建
築
図
面
は
特
に
記
さ
な
い
場
合
は
申
請
書
添
付
図
面
お
よ
び

神
奈
川
大
学
資
料
編
纂
室
所
蔵
資
料
で
あ
る（

１
）。

専
門
学
校
最
初
の
校
地

専
門
学
校
富
士
塚
の
校
地
（
敷
地
）
は
現
在
の
境
之
谷
公
園

で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（

２
）。

境
之
谷
公
園
は
、
か
つ
て
市
電
が

走
っ
て
い
た
藤
棚
浦
舟
通
（
市
道
藤
棚
伊
勢
佐
木
線
、
主
要
地

方
道
に
指
定
）
の
西
消
防
署
境
之
谷
出
張
所
の
交
差
点
か
ら
急

な
坂
道
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
現
在
は
西
区
境
之
谷
で
あ

る
が
、
昭
和
十
年
に
町
名
変
更
に
な
る
ま
で
は
富
士
塚
で
あ
っ

た
。
か
つ
て
の
校
地
が
現
在
の
境
之
谷
公
園
あ
た
り
で
あ
っ
た

こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
校
地
の
範
囲
、
校
舎
の
位
置

な
ど
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
こ
で
、
専
門
学
校
申
請
書
類
に
添
付
さ
れ
た
図
面
や
新

旧
公
図
、
古
地
図
な
ど
を
も
と
に
以
下
に
検
討
し
て
み
た
い
。

横
浜
専
門
学
校
か
ら
神
奈
川
大
学
に
至
る
校
地
・
校
舎
の
変
遷

津　

田　

良　

樹
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図
１
が
申
請
書
類
添
付
図
面
で
あ
る
。
当
時
の
地
籍
図
を
下

敷
き
に
校
地
の
範
囲
と
校
舎
位
置
な
ど
を
示
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
校
舎
が
校
地
か
ら
は
み
出
た
よ
う
な
配
置
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
地
籍
図
が
必
ず
し
も
土
地
形
状
の
実
態
を

示
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
予
定

道
路
ら
し
い
、
市
電
（
境
之
谷
）
停
留
場
か
ら
ヘ
の
字
に
折
れ

曲
が
っ
た
直
線
的
な
「
三
間
道
路
」
が
描
か
れ
、
こ
の
道
路
が

校
地
に
突
き
当
た
る
箇
所
に
門
柱
お
よ
び
門
扉
ら
し
き
絵
が
描

か
れ
て
い
る（

３
）。
し
か
し
、
こ
の
「
三
間
道
路
」
は
現
在
確
認
で

き
ず
予
定
さ
れ
た
だ
け
で
、
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。図

２
は
『
中
区
火
災
保
険
図
』
№
10
「
久
保
山
方
面
」
で
あ

る（
４
）。
昭
和
五
年
三
月
十
五
日
作
成
と
あ
り
、
横
浜
専
門
学
校
が

六
角
橋
に
移
転
す
る
直
前
の
様
子
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
南
北
に
尾
根
筋
を
走
る
道
路
と
町
境
（
西
戸
部
町
・
久

保
町
境
）
の
境
界
に
挟
ま
れ
た
北
側
に
落
ち
る
崖
上
の
平
坦
地

に
校
舎
の
外
郭
が
描
か
れ
、
そ
の
南
側
の
空
地
に
「
横
浜
専
門

学
校
校
庭
」
と
註
記
さ
れ
て
い
る
。

図
３
の
『
南
太
田
』（
横
浜
三
千
分
一
地
形
図
第
三
十
六
号
）

は
昭
和
七
年
十
一
月
測
図
で
あ
る
。
専
門
学
校
が
六
角
橋
へ
移

転
後
の
富
士
塚
の
様
子
を
示
し
て
い
る
。
校
舎
は
既
に
無
く
校

地
跡
地
は
平
坦
な
舌
状
の
空
地
と
な
っ
て
お
り
、
校
地
跡
地
の

地
形
が
よ
く
分
か
る
。

図
４
は
通
称
「
和
紙
公
図
」
で
あ
る
。
昭
和
十
年
七
月
一
日

の
町
名
変
更
に
と
も
な
い
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

５
）。
そ

う
だ
と
す
れ
ば
、
図
１
よ
り
五
年
ほ
ど
後
の
作
成
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
前
の
公
図
を
引
き
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
図
１
の
地

籍
に
近
い
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
地
籍
図
上
で
校
地
の

範
囲
を
示
せ
ば
、
網
掛
け
し
た
範
囲
と
な
る
。
地
番
一
〇
九
・

一
一
六
番
が
校
庭
で
あ
ろ
う
。
そ
の
北
側
の
地
番
一
一
一
番
あ

た
り
に
校
舎
は
建
て
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
校
舎
の
北
側

や
東
側
に
当
た
る
一
一
〇
番
は
法
面
で
あ
ろ
う
。
地
番
一
〇
五

番
の
西
寄
り
は
法
面
で
一
〇
五
番
の
大
部
分
は
崖
下
の
低
地
に

当
た
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
校
庭
と
な
っ
て
い
た
一
〇
九
番

の
旧
地
番
が
富
士
塚
一
七
四
〇
番
で
あ
り
、
こ
れ
が
専
門
学
校

申
請
時
の
住
所
表
記
、
中
区
西
戸
部
富
士
塚
一
七
四
〇
番
地
に

当
た
る
。
一
〇
九
番
の
旧
地
番
で
あ
る
一
七
四
〇
番
、
す
な
わ

ち
一
七
四
〇
番
地
で
申
請
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

図
５
は
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
さ
れ

て
い
る
公
図
の
原
図
で
あ
る（

６
）。

マ
イ
ラ
ー
と
通
称
さ
れ
、
昭
和

五
十
四
年
二
月
一
日
に
和
紙
公
図
を
も
と
に
再
製
さ
れ
た
も
の

で
、
平
成
十
七
年
六
月
一
日
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
さ
れ
る
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に
と
も
な
い
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。
和
紙
公
図
と
マ
イ
ラ
ー
の
公

図
を
比
較
す
る
と
、
久
保
町
と
接
す
る
一
一
〇
・
一
一
一
番
の

地
籍
は
、
和
紙
公
図
で
は
比
較
的
直
線
的
に
描
か
れ
、
一
方
、

マ
イ
ラ
ー
の
公
図
で
は
凸
凹
し
た
地
籍
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
字
境
界
を
め
ぐ
っ
て
、
境
之
谷
と
久
保
町
の
間
で
傾
斜
地

の
地
籍
の
置
き
換
え
が
行
わ
れ
た
結
果
の
よ
う
だ
。
法
面
に
お

け
る
地
籍
で
あ
り
、
実
測
図
で
は
な
く
、
必
ず
し
も
忠
実
に
実

状
を
示
す
図
で
は
な
い
。
現
在
一
〇
四
番
、
一
〇
五
番
、
一
〇

九
番
が
境
之
谷
公
園
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
、
一
〇
九
・
一

〇
五
番
と
一
〇
四
番
の
一
部
が
専
門
学
校
の
校
地
で
あ
り
、
さ

ら
に
現
在
は
民
地
と
な
っ
て
い
る
一
一
一
番
お
よ
び
一
一
〇
番

も
校
地
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
る
と
、
境
之
谷
公
園
の
現
在

「
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
ち
び
っ
こ
と
り
で
」
の
建
つ
高
台
が
校

庭
で
、
同
一
レ
ベ
ル
で
道
を
挟
ん
で
つ
な
が
る
民
地
部
分（

７
）に

校

舎
が
建
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
北
側
や
元
校

舎
が
建
っ
て
い
た
高
台
の
東
・
北
側
は
急
斜
面
の
法
面
で
、
法

面
下
の
グ
ラ
ン
ド
部
分
の
半
分
ほ
ど
ま
で
が
校
地
で
あ
っ
た
。

専
門
学
校
最
初
の
校
舎

専
門
学
校
申
請
書
類
に
添
付
さ
れ
た
図
面
（
図
６
）
に
従
え

ば
、
校
舎
は
木
造
平
家
建
で
東
面
し
て
建
つ
。
間
口
二
二
間
に

図１　横浜専門学校四隣配置図（『神奈川大学史資料集　第三十三集』所収、原資料

は国立公文書館所蔵。なお、原図は陰画であるが、反転させている）

申請書類「財団法人横浜専門学校設立許可の件（昭和４年９月20日）」に収録された
配置図である。太線で囲まれた部分が校地、左側の校地の境界線近くに逆 E の字状に
示されたものが校舎である。
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図２　『中区火災保険図』No.10「久保山方面」（横浜市各課文書、横浜市史資料室所蔵）

昭和５年３月15日作成とある。下部の中央左寄りの逆 E の字が校舎、その下の広場に
「横浜専門学校校庭」とある。

横浜専門

　 学校跡地

図３　横浜市三千分一地形図『南太田』部分（横浜開港資料館所蔵）

昭和７年11月測図。図の中央上寄りに「横浜専門学校跡地」と加筆した辺りの舌状の
平坦地が専門学校跡地に当たる。地形の様相がよくわかる。
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図５　現公図（マイラー）（横浜地方法務局所蔵）

現公図に元校地境界線および校舎位置を復原追記した。

図４　「和紙公図」（横浜地方法務局所蔵）

「和紙公図」に元校地境界線および校舎位置を四角く囲んで追加して示した。「和紙公
図」は字境の谷を一枚の和紙に描いた地籍図であるが、複写の都合上、右辺と下辺が
欠落している。
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奥
行
四
間
半
の
主
体
部
分
の
南
端
背
後
に
四
間
半
に
七
間
半
、

北
端
背
後
に
四
間
半
に
八
間
半
を
突
き
出
す
。
す
な
わ
ち
四
間

半
幅
に
コ
の
字
に
建
物
を
折
り
曲
げ
た
ご
と
き
配
置
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
コ
の
字
に
配
さ
れ
た
、
そ
の
中
庭
に
相
当
す
る
部
分

に
五
間
に
六
間
半
ほ
ど
の
附
属
屋
を
配
し
た
構
成
に
な
っ
て
い

る
。
コ
の
字
に
配
さ
れ
た
校
舎
は
正
面
の
間
口
二
二
間
の
中
央

に
二
間
幅
の
出
入
口
を
設
け
、
通
土
間
を
通
し
て
中
庭
に
通
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
通
土
間
の
右
（
北
）
側
に
は
「
講
師

室
」「
理
事
室
」「
事
務
室
」（
そ
れ
ぞ
れ
六
坪
五
合
）、「
応
接

室
」（
三
坪
）
か
ら
な
る
専
門
学
校
の
管
理
部
門
が
あ
る
。
南

端
に
背
後
に
突
き
出
た
部
分
を
合
わ
せ
て
六
〇
坪
の
大
き
な

「
講
堂
」
を
配
し
、
講
堂
と
通
土
間
で
挟
ま
れ
た
箇
所
に
二
二
・

五
坪
の
「
教
室
」、
管
理
部
門
の
北
側
に
二
七
坪
の
「
教
室
」

北
端
背
後
の
突
き
出
し
部
分
に
三
八
・
二
五
坪
の
「
教
室
」
が

置
か
れ
て
い
る
。「
教
室
」「
講
堂
」
に
は
中
庭
沿
い
に
付
け
ら

れ
た
土
庇
か
ら
出
入
口
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。「
講
堂
」「
教

室
」
に
は
「
講
壇
」「
教
壇
」
が
置
か
れ
、
各
部
屋
と
も
床
は

板
張
り
、
天
井
は
「
タ
イ
ガ
ー
ボ
ー
ド
張
」、
壁
は
漆
喰
塗
り

で
腰
ま
で
竪
羽
目
、
さ
ら
に
木
部
は
ペ
ン
キ
塗
り
で
あ
る
。
管

理
部
門
の
「
講
師
室
」
な
ど
の
諸
室
の
仕
上
げ
は
床
が
板
張
り

の
上
に
リ
ノ
リ
ュ
ー
ム
敷
、
天
井
が
ベ
ニ
ヤ
板
格
天
井
、
壁
が

漆
喰
塗
り
で
腰
ま
で
竪
羽
目
で
木
部
ペ
ン
キ
塗
り
で
あ
る
。

中
庭
の
附
属
屋
は
校
舎
通
土
間
か
ら
続
い
て
建
物
中
央
を
通

る
土
間
廊
下
を
挟
み
北
側
に
「
小
使
室
」
な
ど
、
南
側
に
「
学

生
控
室
」
が
あ
り
、
突
き
当
り
に
便
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

「
学
生
控
室
」
は
二
間
に
五
間
の
細
長
い
土
足
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
叩
き
の
部
屋
で
あ
る
。
両
側
長
手
に
「
コ
シ
カ
ケ
」、
土

間
中
ほ
ど
に
石
製
の
炉
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
時
代
を
感

じ
さ
せ
る
。
一
方
、
小
使
室
は
流
し
や
石
製
の
炉
を
据
え
た
土

間
（
二
坪
）
に
畳
敷
き
で
押
し
入
れ
を
持
つ
八
畳
の
和
室
か
ら

な
っ
て
い
る
。
小
使
室
に
続
け
て
奥
に
二
・
二
五
坪
の
「
講
師

便
所
」
を
設
け
て
い
る
。
突
き
当
り
の
「
便
所
」
は
学
生
用
と

み
ら
れ
、
一
〇
個
の
小
便
器
、
四
個
の
大
便
器
が
並
ん
で
い

る
。校

舎
正
面
中
央
の
玄
関
部
分
は
、
二
重
壁
と
し
て
玄
関
を
象

徴
的
に
示
す
よ
う
に
山
型
に
壁
面
を
突
き
上
げ
て
い
る
。
こ
の

壁
面
に
出
入
口
を
ア
ー
チ
型
に
繰
り
抜
き
、
ア
ー
チ
上
部
に
水

平
な
庇
を
付
け
、
さ
ら
に
そ
の
上
の
山
型
の
中
央
部
分
に
菱
格

子
窓
を
穿
っ
て
い
る
。
校
舎
外
壁
面
は
色
入
り
モ
ル
タ
ル
塗
り

仕
上
げ
で
、
山
型
壁
の
両
端
肩
部
分
笠
木
や
壁
面
最
下
端
の
地

覆
を
人
造
石
洗
い
出
し
で
飾
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
豪

華
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
当
時
の
新
設
専
門
学
校
と
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図６�　横浜専門学校校舎設計図（『神奈川大学史資料集　第三十三集』所収、原資料

は国立公文書館所蔵。なお、原図は陰画であるが、反転させている）

申請書類に添付された校舎設計図である。下（左）に平面図、上（右）に立面図が描
かれている。上の立面図が正面で、中央玄関まわりは山型に飾られている。
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し
て
は
そ
れ
相
応
の
施
設
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
校
舎
が
竣
工
し
て
た
っ
た
一
年
し
か
経
た
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
突
然
に
も
神
奈
川
区
六
角
橋
町
字
宮
面
に

移
転
す
る
こ
と
と
な
る（

８
）。

当
時
宮
面
土
地
区
画
整
理
組
合
長
で
あ
っ
た
山
室
周
作
の
日

記
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
年
十
一
月
十
二
日
に
米
田
吉
盛
が
山
室

を
学
校
敷
地
の
件
で
訪
ね
て
お
り
、
移
転
に
向
け
て
具
体
的
な

動
き
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る（

９
）。
移
転
の
動
機
を

「
学
校
を
拡
張
す
る
た
め
に
は
、
あ
ま
り
に
も
狭
隘
で
あ
っ
た
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
情
は
富
士
塚
に
校
地
を
開

い
た
当
初
か
ら
分
か
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
い
か
に
も
唐
突

で
あ
る（

（1
（

。
当
然
、
表
に
出
て
い
な
い
動
機
は
ほ
か
に
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
が
明
ら
か
で
は
な
い
。

六
角
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
時
の
様
相

横
浜
専
門
学
校
の
六
角
橋
移
転
の
た
め
の
「
位
置
変
更
願
」

は
昭
和
五
年
一
月
三
十
日
付
け
で
、
文
部
大
臣
に
宛
て
て
、
財

団
法
人
横
浜
専
門
学
校
理
事
米
田
吉
盛
名
で
提
出
さ
れ
、
同
年

三
月
七
日
に
認
可
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
校
舎
建
設
は
遅

れ
、
六
角
橋
に
建
っ
た
最
初
の
校
舎
で
あ
る
「
第
一
校
舎
」
は

同
年
五
月
十
日
に
竣
工
、
次
い
で
「
第
二
校
舎
」
は
同
年
九
月

に
建
っ
た
よ
う
だ（

（1
（

。「
事
務
室
棟
」
も
こ
の
時
期
に
建
て
ら
れ

て
い
る
が
、
正
確
な
日
時
は
不
明
で
あ
る（

（1
（

。

図
７
は
昭
和
九
年
当
時
の
六
角
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
配
置
図
で

あ
る
。
こ
の
図
を
も
と
に
六
角
橋
移
転
初
期
の
校
舎
の
状
況
を

み
て
み
よ
う
。
昭
和
五
年
当
時
は
正
門
を
西
に
向
か
っ
て
入
っ

た
正
面
に
木
造
平
屋
の
「
事
務
所
棟
」、左
側
に
「
第
一
校
舎
」、

右
側
に
「
第
二
校
舎
」
が
建
っ
て
い
た
。「
事
務
所
棟
」
は
木

造
平
屋
建
て
で
東
面
し
て
建
つ（

（1
（

。
間
口
一
〇
間
に
奥
行
三
間
で

南
側
面
後
方
寄
り
に
三
坪
分
突
き
出
し
て
い
る
。
正
面
中
央
に

主
出
入
口
を
開
き
、
入
口
を
入
る
と
矩
折
の
土
間
で
、
こ
の
土

間
は
奥
に
通
土
間
と
な
っ
て
い
る
。
通
土
間
南
側
に
沿
っ
て
カ

ウ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
内
は
オ
ー
プ
ン
な
事
務
室
、

さ
ら
に
個
室
と
な
っ
た
三
坪
と
三
・
七
五
坪
の
事
務
室
が
あ

る
。
通
土
間
の
北
側
に
は
大
き
な
矩
折
平
面
の
事
務
室
（
一

六
・
五
坪
）
と
三
坪
ほ
ど
の
応
接
室
が
並
ぶ
。

「
第
一
校
舎
」
は
四
〇
〇
坪
ほ
ど
の
木
造
二
階
建
で
、
一
段

高
い
位
置
に
北
面
し
て
建
つ
。
玄
関
を
入
る
と
南
北
に
中
廊
下

を
通
し
、
玄
関
右
脇
お
よ
び
廊
下
突
き
当
り
に
階
段
室
を
設

け
、
一
・
二
階
と
も
中
廊
下
で
両
側
に
教
室
を
設
け
る
。

「
第
二
校
舎
」
は
矩
折
の
平
面
形
の
木
造
平
屋
建
て
で
あ
っ

た
。
当
初
の
詳
細
な
様
相
は
不
明
だ
が
、
矩
折
の
内
側
に
土
間
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の
外
廊
下
を
設
け
、
各
教
室
に
至
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
よ
う

だ
。
さ
ら
に
、
矩
折
に
囲
ま
れ
た
内
側
に
「
学
生
控
室
棟
」
も

建
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
「
第
一
校
舎
」
の
裏
側
に
独
立

し
た
便
所
が
造
ら
れ
、
こ
れ
に
繋
げ
て
渡
り
廊
下
が
設
け
ら
れ

て
い
た
。
な
お
、
当
時
は
二
四
・
五
坪
～
六
〇
坪
の
十
二
室
の

教
室
で
構
成
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。
以
上
の
よ
う
な
様
相
が
、
昭
和
五

年
の
校
舎
の
概
要
で
あ
る
。

昭
和
七
年
に
な
る
と
創
立
四
周
年
を
記
念
し
て
、「
第
一
校

舎
」
の
斜
め
後
方
（
西
側
）
に
「
大
講
堂
（
第
三
校
舎
）」
が

建
設
さ
れ
る
。「
第
三
校
舎
」
は
木
造
二
階
建
て
の
建
坪
二
〇

〇
坪
ほ
ど
の
建
物
で
、
昭
和
七
年
五
月
に
着
工
し
、
十
月
に
竣

工
し
て
い
る
。
内
部
に
は
大
講
堂
・
図
書
室
な
ど
が
あ
り
、
大

講
堂
は
一
・
二
階
吹
き
抜
け
た
一
三
〇
坪
ほ
ど
の
大
き
な
講
堂

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
年
十
月
二
十
七
日
に
は
時
の
文
部
大
臣

鳩
山
一
郎
な
ど
を
招
き
「
講
堂
落
成
記
念
講
演
会
」
が
開
か
れ

て
い
る（

（1
（

。

昭
和
九
年
に
は
、
十
年
か
ら
の
定
員
変
更
を
目
指
し
て
か
、

「
第
二
校
舎
」
に
二
階
を
増
築
、
ま
た
「
事
務
所
棟
」
の
背
後

に
小
さ
な
別
棟
を
継
ぎ
た
す
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
図
７
は

そ
の
際
の
図
面
で
あ
る
。
第
二
校
舎
の
増
築
は
平
家
で
あ
っ
た

第
二
校
舎
の
上
部
に
総
二
階
で
二
階
部
分
を
載
せ
る
増
築
工
事

図７�　昭和９年　横浜専門学校配置図（神奈川大学資料編纂室所蔵。原図は陰画であ

るが、反転させている）

この配置図のうち左寄りの「第三校舎」を除く、「事務室棟」・「第一校舎」・「第二校
舎」（ただし、平家）・「学生控室棟」の構成が六角橋移転当初の様相である。

「
第
三
校
舎
」

「
大
講
堂
棟
」

「第一校舎」
「第二校舎」

「学生控室棟」

「事務室棟」
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で
あ
る
。
そ
の
結
果

二
階
に
五
室
の
教
室

が
増
え
て
い
る
。

「
事
務
所
棟
」
の
増

築
は
五
間
半
に
二
間

の
別
棟
を
既
存
の

「
事
務
所
棟
」
に
接

し
て
建
て
ら
れ
た
も

の
。
内
部
は
事
務
室

二
室
と
道
具
類
置
場

一
室
か
ら
な
る
。

昭
和
十
三
年
五
月
に
「
応
接
室
棟
」
と
「
物
置
」
の
建
築
申

請
さ
れ
た
際
に
添
付
さ
れ
た
配
置
図
を
み
る
と
「
事
務
所
棟
」

の
後
ろ
に
「
応
接
室
棟
」
が
、
第
二
校
舎
の
北
側
に
「
物
置
」

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
「
物
置
」
の
さ
ら
に
北

側
に
「
柔
剣
道
場
」
や
「
小
使
室
」
が
既
に
建
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
昭
和
九
年
の
時
点
で
は
ま
だ
な
か
っ
た
建
物

が
、
建
築
年
代
は
不
明
だ
が
、
昭
和
十
三
年
五
月
の
時
点
で
は

既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
校

舎
の
北
側
に
九
年
頃
に
、「
柔
剣
道
場
」
や
「
小
使
室
」
が
建

て
ら
れ（

（1
（

、
さ
ら
に
昭
和
十
三
年
に
「
応
接
室
棟
」
な
ど
が
新
築

さ
れ
た
。

工
学
三
科
新
設
に
と
も
な
う
新
増
築

昭
和
十
四
年
四
月
に
機
械
工
学
科
・
電
気
工
学
科
・
工
業
経

営
学
科
の
工
学
系
三
科
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
十
四
年

以
降
に
は
三
科
新
設
に
関
わ
る
工
事
が
集
中
し
て
い
る
。
工
学

系
で
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
実
験
室
、
す
な
わ
ち
「
電
気

工
学
科
実
験
室
棟
」（
一
四
五
坪
）、「
機
械
工
学
科
実
験
室
棟
」

（
一
〇
八
坪
）
が
五
月
二
十
七
日
に
建
築
認
可
さ
れ
、
九
月
に

竣
工
し
て
い
る
。
二
棟
は
い
ず
れ
も
木
造
平
屋
建
瓦
葺
の
建
物

写真２　空撮による校舎全景

（神奈川大学資料編纂室所蔵）

「第三校舎（大講堂）」が建てられ、「第
二校舎」を２階建に増築する工事は行
われていない昭和７年頃の写真ではな
いかと思われる。「第三校舎」脇の道を
挟んだ南側に建てられている建物は寄
宿舎である。なお、寄宿舎については
本稿では触れなかった。

写真１　旧「事務室棟」

（神奈川大学資料編纂室所蔵）

昭和15年頃の写真。「事務室棟」の玄関
部分。背後に「第一校舎」・「第三校舎

（大講堂）」がみえる。
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図８�　昭和14・15年　横浜専門学校配置図（神奈川大学資料編纂室所蔵。原図は陰画

であるが、反転させている）

建築出願中建物として「工科教室棟」が描かれ、新旧の「事務所棟」が同時に描かれ
ている。

「工科教室棟」

「新事務所棟」
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で
、
校
地
の
北
境
界
沿
い
に
東
西
棟
の
「
電
気
工
学
科
実
験
室

棟
」、
そ
の
内
側
（
南
側
）
に
「
機
械
工
学
科
実
験
室
棟
」
が

平
行
に
並
ん
で
建
て
ら
れ
た（

（1
（

。
さ
ら
に
「
電
気
工
学
科
実
験
室

棟
」
の
東
側
に
「
変
電
室
・
高
圧
実
験
室
棟
」（
二
五
坪
）
が

建
て
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
妨
げ
と
な
っ
た
「
柔
剣
道
場
」
は
南

方
寄
り
に
曳
家
さ
れ
、
そ
れ
と
入
れ
替
え
る
よ
う
に
「
小
使

室
」・「
物
置
」
な
ど
既
存
の
付
属
屋
の
移
動
も
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
同
年
九
月
に
は
「
工
科
教
室
棟
」
が
建
築
申
請
さ

れ
て
い
る
。「
工
科
教
室
棟
」
は
間
口
三
一
間
に
奥
行
六
間
の

長
大
な
南
北
棟
の
木
造
二
階
建
切
妻
造
瓦
葺
の
建
物
で
随
所
に

控
え
壁
を
設
け
て
い
る
。
内
部
は
背
面
（
西
側
）
に
片
廊
下
を

設
け
廊
下
に
沿
っ
て
教
室
を
割
り
付
け
て
い
る
。
一
階
は
一

六
・
三
坪
の
部
屋
が
二
室
、
一
八
・
七
坪
の
部
屋
が
六
室
と
あ

わ
せ
て
八
室
の
教
室
が
並
び
、
二
階
は
三
〇
坪
ほ
ど
の
五
教
室

が
並
ぶ
。「
工
科
教
室
棟
」
は
当
初
の
事
務
所
棟
の
背
後
に
新

た
な
事
務
所
棟
を
建
設
す
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
新
た
な
事
務

所
棟
予
定
地
お
よ
び
大
講
堂
の
後
方
（
西
側
）
に
新
築
さ
れ

た
。
時
節
柄
と
は
い
え
、
申
請
の
参
考
事
項
と
し
て
「
屋
根
瓦

ノ
全
部
及
建
築
用
材
ノ
約
半
分
ハ
既
存
ノ
モ
ノ
ヲ
流
用
ス
ル
コ

ト
ト
ス
ル
」
と
書
か
れ
る
よ
う
な
質
の
建
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ

（
図
８
）。

昭
和
十
五
年
に
は
新
た
な
「
事
務
所
棟
」
が
建
て
ら
れ
る
。

十
四
年
十
二
月
二
十
一
日
に
建
築
認
可
が
下
り
て
い
る
が
、
設

計
変
更
が
加
え
ら
れ
再
度
認
可
が
下
り
た
の
は
十
五
年
一
月
で

あ
る
。
木
造
二
階
建
寄
棟
造
天
然
ス
レ
ー
ト
葺
の
建
物
で
、
旧

事
務
所
棟
の
背
後
に
東
面
し
て
建
て
ら
れ
た
。
新
し
い
「
事
務

所
棟
」
も
建
設
理
由
に
「
定
員
増
加
ニ
伴
ヒ
従
来
ノ
拡
張
計
画

ヲ
実
施
セ
シ
ト
ス
モ
ノ
」
と
あ
る
よ
う
に
工
科
の
新
設
に
伴
う

も
の
で
あ
る
。
間
口
一
三
・
五
間
（
八
一
尺
）、
奥
行
八
間

（
四
八
尺
）
の
総
二
階
で
、
正
面
中
央
に
車
寄
せ
を
設
け
玄
関

と
す
る
。
正
面
の
車
寄
せ
に
は
入
母
屋
屋
根
を
突
き
出
し
、
さ

ら
に
二
階
中
央
軒
先
を
切
妻
様
に
切
り
上
げ
、
外
壁
を
モ
ル
タ

ル
人
造
石
仕
上
げ
と
し
、
縦
長
の
上
下
窓
を
配
し
て
飾
っ
て
い

る
。
内
部
は
、
玄
関
か
ら
裏
口
お
よ
び
各
部
屋
へ
至
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
土
間
を
通
し
、
突
き
当
り
に
二
階
に
登
る
階
段
室
を
設

け
る
。
土
間
左
手
（
南
側
）
に
カ
ウ
ン
タ
ー
を
突
き
出
し
た
事

務
室
、
奥
に
工
学
科
研
究
室
・
宿
直
室
が
あ
り
、
右
手
は
階
段

室
前
に
扉
を
開
く
受
付
室
を
経
由
し
て
正
面
側
に
教
授
室
、
突

き
当
り
に
教
練
科
、
背
面
側
に
応
接
室
が
あ
る
。
二
階
は
中
央

南
北
に
中
廊
下
を
通
し
、
正
面
側
を
三
室
、
背
面
側
を
四
室
に

分
け
会
議
室
や
研
究
室
に
割
り
当
て
て
い
る
。
図
９
は
設
計
変

更
前
の
様
子
を
示
し
て
お
り
、
変
更
後
は
正
面
側
の
間
仕
切
り
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位
置
を
多
少
変
更
し
、
両
側
を
大
き
な
部
屋
に
し
て
、「
会
議

室
」
と
「
校
長
室
」
に
充
て
、
中
央
の
部
屋
を
高
等
商
業
科
研

究
室
と
し
て
い
る
。
一
方
、
背
面
側
は
北
寄
り
に
貿
易
科
研
究

室
・
法
学
科
研
究
室
、
南
寄
り
に
工
学
科
研
究
室
を
２
室
と
し

て
い
る（

（1
（

。

ま
た
、
旧
「
事
務
室
棟
」
を
移
築
し
て
「
物
理
化
学
教
室

棟
」（
五
八
坪
）・「
応
接
室
棟
」
な
ど
に
改
築
し
て
い
る
。

昭
和
十
六
年
七
月
に
は
、「
武
道
場
棟
」
と
「
食
堂
棟
」
の

新
築
、「
教
授
室
」
と
「
実
習
室
」
増
築
の
申
請
が
な
さ
れ
、

八
月
に
認
可
さ
れ
て
い
る
（
図
10
）。
こ
れ
ら
の
工
事
も
工
学

写真３　新「事務室棟」 

（神奈川大学資料編纂室所蔵）

昭和23年の撮影だとされている。２階
建の新「事務室棟」の正面中央に車寄
せを設けている。

図９�　新事務所平面図（神奈川大学資料編纂室所蔵。原図は陰画であるが、反転させ

ている）

右が１階、左が２階である。１階は正面から背面に至る土間の左側に事務室、右側に
教授室などが並ぶ。
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三
科
の
新
設
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
新
築
を
要
す
る
理
由
の

項
に
よ
れ
ば
、
十
四
・
十
五
年
に
か
け
て
増
築
を
行
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
実
験
室
の
増
築
が
必
要
と
な
り
、
実
験

室
の
建
設
を
行
う
に
あ
た
っ
て
「
電
動
力
及
位
置
ノ
関
係
上
従

来
使
用
セ
シ
既
設
ノ
武
道
場
（「
柔
剣
道
場
」）
ヲ
之
ニ
充
当
セ

ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
事
情
ニ
有
之
候
」
と
あ
り
、
新
た
な
「
武
道

場
」
を
新
築
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他

の
建
築
物
は
定
員
増
に
と
も
な
い
必
要
な
最
小
限
の
施
設
だ
と

し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
全
体
を
見
通
し
た
計
画
が
な
く
、

そ
の
場
し
の
ぎ
で
、
増
改
築
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
わ
か
る
。「
武
道
場
」
は
直
角
三
角
形
の
ご
と
き
校
地
の
西

北
の
隅
に
新
築
さ
れ
た
。
木
造
切
妻
造
瓦
葺
平
家
建
で
、
外
壁

は
下
見
板
張
。
一
二
間
に
六
間
の
演
武
場
を
中
心
に
正
面
中
央

に
玄
関
、
背
面
南
寄
り
に
剣
道
道
具
置
場
・
柔
道
道
具
置
場
・

便
所
・
仕
丁
室
な
ど
の
諸
室
を
張
り
出
す
。
演
武
場
の
内
部
は

板
張
り
で
、
内
壁
は
腰
板
を
張
り
上
部
は
モ
ル
タ
ル
塗
り
。
用

途
と
し
て
「
本
建
物
ハ
（
武
道
場
）
学
生
生
徒
ノ
心
身
ノ
鍛
錬

及
体
位
ノ
向
上
ニ
資
ス
ル
モ
ノ
」
と
あ
り
、
当
時
の
時
代
背
景

を
思
わ
せ
る
。
一
方
、「
食
堂
棟
」
は
「
事
務
所
棟
」
と
「
機

械
実
験
室
棟
」
と
の
間
に
新
築
さ
れ
た
。
木
造
切
妻
造
瓦
葺
平

家
建
で
東
面
し
て
建
つ
。
間
口
一
〇
間
に
奥
行
五
間
で
正
面
中

央
に
出
入
口
を
設
け
、
西
北
隅
に
設
け
ら
れ
た
二
間
に
三
間
の

賄
室
を
除
け
ば
広
い
学
生
食
堂
で
あ
る
。
外
壁
は
竪
羽
目
で
二

間
ご
と
に
控
え
壁
を
付
け
る
。
内
壁
は
漆
喰
塗
り
、
床
は
板
張

り
、
天
井
は
テ
ッ
ク
ス
張
で
あ
る
。
賄
室
に
は
学
生
食
堂
に
向

け
て
カ
ウ
ン
タ
ー
窓
を
開
き
、
外
壁
の
各
窓
は
高
さ
六
尺
（
二

段
）
回
転
式
の
窓
で
あ
っ
た
。
学
生
の
た
め
の
厚
生
施
設
に
も

多
少
の
配
慮
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

「
工
科
教
室
」
の
増
築
は
既
存
の
「
工
科
教
室
棟
」
に
防
火

壁
を
設
け
て
繋
げ
、
一
八
間
ほ
ど
北
方
に
伸
ば
す
工
事
で
あ

る
。
木
造
二
階
建
切
妻
造
瓦
葺
で
、
四
間
お
き
に
控
え
壁
を
設

け
補
強
し
て
い
る
。
既
存
の
間
口
三
一
間
の
奥
行
六
間
に
さ
ら

に
間
口
一
八
間
に
六
間
を
繋
げ
る
た
め
、
一
階
の
つ
な
ぎ
目
に

は
二
間
幅
の
通
路
を
設
け
通
り
抜
け
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い

る
。
構
成
は
既
存
の
「
工
科
教
室
」
と
同
様
に
西
側
に
片
廊
下

を
設
け
、
廊
下
沿
い
に
三
教
室
を
並
べ
、
突
き
当
り
を
製
図
室

と
し
て
い
る
。
二
階
は
大
き
な
製
図
室
を
二
間
幅
の
控
室
を
挟

ん
で
二
室
並
べ
る
。
製
図
室
の
必
要
に
迫
ら
れ
急
き
ょ
増
築
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

ま
た
、「
実
習
室
」
の
増
築
は
「
機
械
実
習
室
棟
」
を
東
に

四
間
継
ぎ
足
し
て
延
長
す
る
増
築
工
事
で
あ
る
。「
教
授
室
棟
」

の
増
築
も
「
応
接
室
棟
」
の
後
方
（
西
側
）
に
繋
げ
て
建
て
ら
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図10　昭和16年　横浜専門学校配置図（神奈川大学資料編纂室所蔵。原図は陰画であ

るが、反転させている）

「工科教室棟」

「武道場棟」

「教授室」

「水圧実験室」

「食堂棟」

「
機
械
工
学
科
実
験
室
棟
」

「
電
気
工
学
科
実
験
室
棟
」

「
機
械
工
学
科
実
験
室
棟
」

「
機
械
工
学
科
実
験
室
棟
」
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図11　昭和23年　横浜専門学校配置図（神奈川大学資料編纂室所蔵。原図は陰画であ

るが、反転させている）

「大講堂棟」

工科教室焼跡

原
動
機
室

「
学
生
控
室
」
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れ
た
も
の
。
木
造
平
家
建
切
妻
造
瓦
葺
で
五
間
半
に
四
間
の
規

模
で
中
央
を
貫
く
九
尺
の
廊
下
の
両
側
に
四
坪
大
の
教
授
室
を

並
べ
た
も
の
。
い
ず
れ
も
そ
の
場
し
の
ぎ
の
感
を
否
め
な
い
、

と
も
か
く
工
学
三
科
開
設
を
機
に
そ
れ
ら
に
対
応
す
べ
く
、
充

実
を
図
っ
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
昭
和
十
六
年
末
の
太
平
洋
戦
争
勃
発
な
ど
の
戦
争

の
激
化
に
と
も
な
っ
て
、
そ
の
後
は
学
校
施
設
の
拡
充
は
ほ
と

ん
ど
な
し
え
な
か
っ
た
。

空
襲
・
敗
戦
そ
し
て
大
学
昇
格
へ

横
浜
市
内
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
き
尽
く
し
た
昭
和
二
十
年
五
月

二
十
九
日
の
横
浜
大
空
襲
の
五
日
前
、
五
月
二
十
四
日
の
空
襲

で
専
門
学
校
は
「
武
道
場
」・「
工
科
教
室
棟
」
を
全
焼
、「
大

講
堂
」
も
大
破
す
る
と
い
う
大
き
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
。
そ

の
後
、
八
月
十
五
日
に
至
り
日
本
は
無
条
件
降
伏
し
、
敗
戦
と

な
る
。
敗
戦
後
、
占
領
軍
の
横
浜
進
駐
に
と
も
な
い
校
舎
は
九

月
二
日
か
ら
十
二
月
三
日
ま
で
占
領
軍
兵
舎
と
し
て
接
収
さ
れ

る
と
こ
ろ
と
な
る
。
そ
の
間
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
や
神
奈

川
県
立
横
浜
第
二
中
学
校
（
現
、
横
浜
翠
嵐
高
校
）
を
借
り
受

け
仮
校
舎
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
接
収
解
除
後
も
荒
廃
が

甚
だ
し
く
す
ぐ
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ず
、
六
角
橋
へ
の
復
帰
は

写真４　空中写真、横浜市神奈川区（国土地理院所蔵）

米軍が1947年７月24日に撮影した横浜市神奈川区の空中写真の横浜専門学校辺り。戦
後、間もないころの校地の様子がよく分かる。空襲により焼失したという「工科教室
棟」「武道場棟」はなく、被害の様子はわからないが「第三校舎」は存在しているよ
うだ。
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図書館

図12　昭和24年　横浜専門学校配置図（神奈川大学資料編纂室所蔵。原図は陰画であ

るが、反転させている）
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二
十
一
年
二
月
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
い
う（

（1
（

。

戦
後
最
も
早
い
校
舎
改
築
に
関
す
る
書
類
は
、
昭
和
二
十
三

年
四
月
二
十
二
日
付
け
建
築
申
請
書
で
あ
る
。
こ
の
書
類
は

「
大
講
堂
」
の
修
理
を
行
う
た
め
の
申
請
書
で
、
書
類
に
よ
る

と
申
請
を
必
要
と
す
る
理
由
と
し
て
「
本
講
堂
は
、
建
築
以
来

相
当
年
数
を
経
て
い
た
所
、
空
襲
に
よ
る
爆
撃
の
影
響
受
け
、

建
物
に
損
傷
を
来
し
、
使
用
不
可
能
の
状
態
に
あ
る
な
□
、
修

繕
を
施
し
、
授
業
及
行
事
に
使
ひ
た
い
」
と
あ
る
。
こ
の
認
可

を
六
月
十
五
日
に
得
て
、
修
繕
工
事
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
申

請
書
に
添
付
さ
れ
た
配
置
図
（
図
11
）
に
は
焼
失
し
た
「
武
道

場
」
は
描
か
れ
て
な
く
、「
工
科
教
室
焼
跡
」
が
破
線
で
図
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
敗
戦
後
ま
ず
手
を
付
け

ら
れ
た
の
が
「
大
講
堂
」
修
繕
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な

お
、
こ
の
図
に
よ
る
と
矩
折
平
面
の
「
第
二
校
舎
」
の
内
側
に

あ
っ
た
「
学
生
控
室
」
が
無
く
な
っ
て
お
り
、「
第
二
校
舎
」

と
「
食
堂
棟
」
の
間
に
「
学
生
控
室
」
が
あ
る
。
こ
の
改
変
が

い
つ
な
さ
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
戦
時
中
に
空
襲
に
備
え
る

た
め
に
「
第
二
校
舎
」
に
近
接
し
て
い
た
「
学
生
控
室
」
を
移

築
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、「
原
動
力
室
」
も
加
わ
っ

て
い
る
。

昭
和
二
十
四
年
四
月
に
は
新
制
神
奈
川
大
学
が
誕
生
す
る（

（2
（

。

大
学
設
置
認
可
申
請
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
の
様
子
を
示
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
配
置
図
（
図
12
）
が
あ
る
。
こ
の
図
に
よ
る

と
「
図
書
館
」
と
新
「
工
科
教
室
」
が
申
請
中
と
し
て
、
旧
武

道
場
跡
・
旧
工
科
教
室
棟
跡
に
描
か
れ
て
い
る
、
実
施
さ
れ
た

建
物
と
は
若
干
様
子
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
同
時
に

二
つ
の
建
物
が
計
画
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
昭
和
二
十

五
年
八
月
二
十
五
日
作
成
の
新
「
工
科
教
室
棟
」
申
請
の
た
め

の
計
画
配
置
図
に
よ
れ
ば
、
旧
「
武
道
場
」
跡
に
「
図
書
館
」

が
既
存
の
建
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
四
年
九
月

に
図
書
館
落
式
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
竣
工
し
た
よ

う
だ
。「
図
書
館
」
に
つ
い
て
は
図
面
や
写
真
が
あ
り
、
そ
の

概
要
が
わ
か
る
。「
図
書
館
」
は
閲
覧
室
棟
と
書
庫
棟
か
ら
構

成
さ
れ
、
二
つ
の
棟
を
前
後
に
渡
り
廊
下
で
繋
い
で
い
た
。
閲

覧
室
棟
は
木
造
平
家
建
で
東
面
し
て
建
つ
。
間
口
一
二
間
奥
行

六
間
の
主
体
構
造
の
北
西
隅
に
階
段
室
と
事
務
室
を
張
り
出

し
、
背
面
南
寄
り
に
便
所
を
突
き
出
す
。
正
面
中
央
を
窪
め
て

ポ
ー
チ
を
取
り
、
ポ
ー
チ
に
は
中
央
柱
の
両
側
に
九
尺
幅
の
両

開
き
扉
を
開
け
る
。
一
階
内
部
は
座
席
数
二
二
〇
席
の
大
き
な

閲
覧
室
で
あ
る
。
二
階
は
南
北
に
貫
く
中
廊
下
の
前
後
に
そ
れ

ぞ
れ
八
室
の
研
究
室
を
設
け
る
。
背
後
に
張
り
出
し
た
事
務
室

か
ら
、
さ
ら
に
渡
り
廊
下
で
繋
が
る
書
庫
は
五
間
に
六
間
四
方
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の
総
二
階
で
あ
る
。
か

つ
て
「
大
講
堂
」
内
に

図
書
室
が
設
け
ら
れ
て

い
た
が
、
本
格
的
図
書

館
と
し
て
は
専
門
学

校
・
大
学
を
通
し
て
初

め
て
の
も
の
。
大
学
昇

格
に
不
可
欠
な
施
設
で

あ
る
図
書
館
が
あ
わ
た

だ
し
く
建
設
さ
れ
た
よ

う
だ
。

昭
和
二
十
五
年
に
は
新
「
工
科
教
室
棟
」
申
請
の
た
め
に
八

月
二
十
五
日
に
図
面
が
作
成
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
図
面
に
よ
る

と
空
襲
で
焼
失
し
た
旧
「
工
科
教
室
棟
」
跡
に
、
ほ
ぼ
同
規
模

の
建
物
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
不
明
だ
が
こ
れ
ま
で
す

べ
て
の
建
物
は
木
造
で
あ
っ
た
が
、
初
め
て
鉄
骨
造
の
二
階
建

で
、
清
水
建
設
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
よ
う
だ
。
一
階
が
二
七

〇
坪
、
二
階
も
同
じ
二
七
〇
坪
、
延
床
面
積
五
四
〇
坪
で
あ
っ

た
。
こ
の
建
物
は
新
八
号
館
（
現
、
八
号
館
）
が
建
て
ら
れ
る

ま
で
残
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
昭
和
二
十
七
年
に
は
図
書
館

前
（
東
斜
め
前
方
）
に
木
造
二
階
建
の
「
工
学
部
・
実
験
室

棟
」
が
建
設
さ
れ
る
。
同
年
七
月
に
、「
神
奈
川
大
学
整
備
拡

張
計
画
」
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
、
山
口
文
象
率
い
るRIA

建
築
綜
合
研
究
所
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
が
始
ま
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
前
の
最
後
の
建
物
が
「
工
学

部
・
実
験
室
棟
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
建
物
は
不
運
な
こ

と
に
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
最
初
の
建
物
で
あ
る
三
号
館
が
竣

工
す
る
直
前
の
昭
和
三
十
年
一
月
に
焼
失
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
「
神
奈
川
大
学
整
備
拡
張
計
画
」
に
従
っ
て
再

開
発
さ
れ
る
直
前
の
大
学
校
地
の
様
相
は
図
13
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
昭
和
五
年
の
移
転
以
来
、
時
代
状
況
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た

写真６　「工学部実験室棟」

（神奈川大学資料編纂室所蔵）

「工学部実験室棟」は昭和27年３月竣工
し、30年１月に焼失している。「神奈川
大学整備拡張計画」前の最後の本格的
建物だが、整備計画による最初の建物

（三号館）が竣工した時には既に消滅し
ていた。

写真５　図書館

（神奈川大学資料編纂室所蔵）

専門学校・大学を通して、最初の図書館。
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図書館

新「工科教室棟」

図13　昭和25年　横浜専門学校配置図（神奈川大学資料編纂室所蔵。原図は陰画であ

るが、反転させている）
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こ
と
も
あ
り
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
増
改

築
を
積
み
重
ね
た
結
果
で
あ
る
。
大
政
治
家
・
大
実
業
家
な
ど

を
バ
ッ
ク
に
成
長
し
た
大
学
と
は
異
な
り
、
無
名
で
あ
っ
た

人
々
の
努
力
の
積
み
重
ね
の
上
に
成
立
し
た
新
制
大
学
の
あ
り

よ
う
。
校
地
の
変
容
過
程
は
横
浜
専
門
学
校
・
神
奈
川
大
学
の

歩
み
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

お
わ
り
に

昭
和
三
十
年
三
月
、
神
奈
川
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画（

（2
（

 

の
皮
切
り
と
な
る
三
号
館
が
竣
工
す
る
。
三
号
館
は
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
イ
ル
で
シ
ン
プ
ル
イ
ズ
ベ
ス
ト
の
典
型
例
で

あ
っ
た
。
山
口
文
象
が
自
ら
設
計
・
作
図
し
た
図
面
が
図
14
、

15
で
あ
る
。
い
か
に
も
美
し
い
。RIA

に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス

整
備
に
と
も
な
っ
て
建
築
さ
れ
た
新
建
築
群
の
中
に
お
い
て
も

白
眉
の
建
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
な
い
。

図
面
収
集
整
理
に
際
し
、
石
原 

丈
君
に
お
世
話
に
な
っ
た
、

記
し
て
感
謝
す
る
。

註（
１
）
申
請
書
添
付
図
面
は
、
神
奈
川
大
学
資
料
編
纂
室
編
『
神
奈
川
大

学
史
資
料
集
』
第
三
十
三
集
掲
載
の
「
国
立
公
文
書
館
所
蔵
横
浜

専
門
学
校
資
料
」
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
編
纂
室
所
蔵
の

建
築
図
面
は
、
従
来
よ
り
所
蔵
さ
れ
て
い
た
図
面
に
加
え
て
、
平
成

二
十
八
年
度
は
じ
め
に
施
設
部
廃
棄
予
定
の
大
量
の
図
面
群
の
中
か

ら
、
資
料
編
纂
室
に
移
管
さ
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
す
べ
て
の
資
料
が
網
羅
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
現
時
点
で
は
整
理

途
中
で
あ
る
。
今
後
、
新
た
な
資
料
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
２
）
境
之
谷
公
園
内
に
「
神
奈
川
大
学
発
祥
之
地
」
の
記
念
彫
刻
が
立

て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
由
来
文
に
は
「
神
奈
川
大
学
は　

米
田
吉
盛

が
昭
和
四
年
こ
の
地
を
卜
し
て
創
立
し
た
横
浜
専
門
学
校
に
は
じ
ま

る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
申
請
書
添
付
の
『
財
産
目
録
』
に
「
門
及
校
舎
周
囲
の
塀
、
一
〇

〇
〇
円
」
と
あ
り
、
門
お
よ
び
門
扉
は
造
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

（
４
）『
中
区
火
災
保
険
図
』（
横
浜
市
各
課
文
書
）
横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
。

（
５
）
和
紙
公
図
に
は
富
士
塚
の
字
名
は
な
く
、
地
番
も
変
更
後
の
地
番

が
註
記
さ
れ
て
い
る
。
横
浜
地
方
法
務
局
蔵
。

（
６
）
平
成
十
七
年
六
月
一
日
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
と
な
っ
た
た
め

に
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
公
園
内
に
建
つ
「
神
奈
川
大
学
発
祥
之
地
」
記
念
彫
刻
の
背
面
（
北

側
）
に
辺
り
に
校
舎
は
建
っ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。

（
８
）
申
請
書
類
に
添
付
さ
れ
た
「
財
産
目
録
」
に
は
「
第
一
期
校
舎
建
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図14　山口文象による三号館平面図（神奈川大学資料編纂室所蔵）

図15　山口文象による三号館立面図（神奈川大学資料編纂室所蔵）

担当・作図の欄に山口の印が押されている。
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築
物
」
と
さ
れ
て
お
り
、
申
請
時
は
第
二
期
校
舎
の
建
設
も
目
論
ま

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
９
）
津
田
良
樹
「
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
か
ら
み
た
横
浜
専
門
学
校
・

神
奈
川
大
学
―
土
地
所
有
関
係
を
中
心
に
―
」（『
神
奈
川
大
学
史
紀

要
』
創
刊
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
10
）『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小
史
』（
昭
和
五
十
七
年
五
月
十
五
日
）
に

よ
る
と
「
国
か
ら
の
払
い
下
げ
の
材
料
を
利
用
し
た
粗
末
な
も
の
で
、

壁
は
ボ
ー
ル
紙
と
い
う
、
お
よ
そ
専
門
学
校
の
校
舎
ら
し
か
ら
ぬ
も

の
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
設
計
図
か
ら
確
認
す
る
に
、
本

文
に
記
し
た
よ
う
に
、
木
造
で
は
あ
る
が
決
し
て
粗
末
の
も
の
で
は

な
い
。

（
11
）
竣
工
年
月
日
は
『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小
史
』
に
よ
る
。
な
お
、

第
一
校
舎
と
第
二
校
舎
の
呼
称
は
建
築
当
初
は
事
務
室
右
前
方
の
建

物
が
第
一
校
舎
で
、
左
前
方
の
建
物
が
第
二
校
舎
で
あ
る
。
昭
和
一

〇
年
三
月
に
申
請
さ
れ
た
「
校
則
及
生
徒
定
員
変
更
認
可
申
請
書
」

に
添
付
さ
れ
た
図
面
で
は
当
初
と
同
様
な
呼
称
と
な
っ
て
い
る
が
、

図
６
以
降
の
建
築
図
面
で
は
第
一
校
舎
と
第
二
校
舎
の
呼
称
が
入
れ

替
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
竣
工
順
を
尊
重
し
、
当
初

の
呼
称
で
統
一
す
る
。

（
12
）
財
産
目
録
（
昭
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）
の
建
物
の
一
覧

表
に
記
載
さ
れ
た
建
築
年
月
に
よ
る
と
第
一
校
舎
・
事
務
室
は
昭
和

五
年
四
月
と
さ
れ
て
い
る
が
、
既
に
示
し
た
よ
う
に
第
一
校
舎
が
竣

工
し
た
の
は
五
月
で
あ
る
。
昭
和
五
年
七
月
六
日
に
行
わ
れ
た
財
団

法
人
横
浜
専
門
学
校
評
議
会
が
富
士
塚
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

み
て
、
早
く
て
七
月
中
旬
以
降
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）
事
務
室
棟
は
、
第
一
校
舎
や
第
二
校
舎
な
ど
と
異
な
り
前
面
道
路

に
対
し
若
干
軸
線
を
ず
ら
せ
て
い
る
。
な
ぜ
ず
ら
せ
る
必
要
が
あ
っ

た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
14
）
昭
和
五
年
四
月
二
日
「
校
則
変
更
申
請
書
」『
神
奈
川
大
学
史
資
料

集
』
第
七
集
二
十
四
頁

（
15
）『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小
史
』
四
十
六
頁

（
16
）
写
真
２
に
よ
る
と
、「
大
講
堂
」
が
建
ち
、「
第
二
校
舎
」
の
二
階

増
築
が
な
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
「
柔
剣
道
場
」
ら
し
き
建
物
が
存

在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
17
）
実
験
室
は
で
き
た
も
の
の
「
時
局
に
よ
る
生
産
機
材
制
限
の
煽
り

を
喰
ら
ひ
工
場
内
部
の
装
置
が
遅
れ
、
其
の
為
〝
工
場
は
で
き
た
が

実
習
は
出
来
ぬ
〟（『
横
専
学
報
』
第
八
七
号
、
昭
和
十
四
年
十
一
月

二
十
五
日
付
）
の
状
態
で
実
習
が
始
ま
っ
た
の
は
十
一
月
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。

（
18
）
建
前
で
あ
る
文
部
省
提
出
書
類
に
は
新
設
し
た
工
科
の
部
屋
に
充

て
る
と
し
、実
質
的
に
は
学
内
事
情
を
優
先
し
た
結
果
か
も
し
れ
な
い
。

（
19
）『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小
史
』
一
〇
三
頁

（
20
）
昭
和
二
十
四
年
二
月
二
十
一
日
に
第
一
部
、
三
月
二
十
五
日
に
第

二
部
が
設
置
認
可
と
な
る
。

（
21
）「
清
水
建
設
株
式
会
社
設
計
部
」
と
印
刷
さ
れ
た
用
紙
に
描
か
れ
、

昭
和
二
五
・
八
・
二
五
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）「
神
奈
川
大
学
整
備
拡
張
計
画
」
以
降
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
に
つ
い

て
は
別
に
論
じ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。




